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＊本稿は『ポルトガル人の状況に関するジハード戦士の贈り物』第 3 章～第 4 章第
1 節［Tuḥfa/L: 28－44］の日本語訳注である。原典と著者、訳注作成の方針など
については、「ジハード戦士の贈り物（ 1 ）」および「谷口2012」を参照されたい。
1 ）殺害された場合（iḏā qutila）：Tuḥfa/Lではin uqtilaと読めるが、諸写本［A: f. 



























4 ）財産も王権も（mālan wa mulkan）：あるいは、「動産も不動産も」（mālan wa 
milkan）か。
5 ）相続（tawrīṯ）：Tuḥfa/Lではtawārīṯとなっているが、Ａ写本［f. 6 b］、Tuḥfa/
Q［19］、Tuḥfa/Ṭ［237］に従って読む。Ｂ、Ｃ、Ｄ写本はいずれもtawārīṯとす
るが、この綴りは辞書には見られないようである。tawrīṯの複数形か。






































［A: f. 7 a；B: f. 125b；C: p. 29；D: f. 7 b］に従って読む。ただし、Ｄ写本のこ
の部分は判読しづらい。
9 ）集まる（yaǧtami‘u）：Tuḥfa/Lではyuǧammi‘u（集める）となっているが、写本

































11）自分の位階から追放される（ḫurriǧa ‘an martabati-hi）：写本Ｂ［f, 126a］とＣ




































15）上位の女性と下位の男性の間で（bayna ‘alīyat-in wa danīy-in）：Tuḥfa/Lでは





















5 km。Cf. Logan 1887: 77.
18）Tirūrānkāđ （Tirurangadi）. Malappuram県にある町。カリカットの南東30km。
なお、この地名の末尾の文字は特殊で、写本A［f. 9 a］ではアラビア文字のダー
ル（d）の下に弁別点 3 個が、写本Ｂ［f. 127a］とＤ［f. 9 b］では弁別点 1 個が
付されている。このように写本によって異同があるが、本訳では仮にこの文字
をđと表記しておく。
19）Tānūr （Tanur）．Malappuram県の港町。ティルランガディの南西 5 km。Cf. 
Logan 1887: 77.
20）Fannān （Ponnani）．Malappuram県の港町。タヌルの南20km。Cf. Logan 1887: 
77.
21）Parpūrānkāđ （Parappanangadi）．Malappuram県の港町。タヌルの北 5 km。
Cf. Logan 1887: 76.
22）Parwanūr （Paravanna）．Malappuram県の港町。タヌルの南 8 km。Cf. Logan 
1887: 77.





Cf. Logan 1887: 72.




















NainarはHaylīとしており［Tuḥfa_trans/N 1 : 51］、Tuḥfa/Lも最初の文字をhと
しているが、いずれの写本でも最初の文字はmである［A: f. 9 a；B: f. 127a；C: 
p. 33；D: f. 9 b］。Tuḥfa_trans/N 2 はMaheとしている［p. 45］。




31）Darmafattan （Darmadam/Dharmapatam）．「ジハード戦士の贈り物（ 3 ）」［34
頁注 8 ］参照。
32）Pudfattan（Pudupattanam/Putupattanam）．マへの南東にあった港市［Nainar 
1942: 29; 大旅行記： 6 巻125－126、174－175頁（注128）］。
33）Nāḏāwaram （Nadapuram）．Kozhikode県の町。カリカットの北50km。







































写本［A: f. 9 b；B: f. 127b；C: p. 34；D: f. 9 b］に従って読む。
40）為した（ṣadara）：Tuḥfa/Lではṣaddara（送り出した、公にした）とII形として
読むようdの文字に重子音記号が付されているが、Ａ・Ｂ・Ｃの 3 写本には付さ
れていない［A: f. 9 b；B: f. 127b；C: p. 34］。Ｄ写本には記号が付されているよ


































trans/L: 34, n. 1 ］。この事件があった年をTuḥfaは904年と記すが、実際にはヒ
ジュラ暦903年 9 月中旬に相当する。






























破壊し、 2 人ないし 3 人の支配者たちを殺害し、カリカットへ戻った。
44）距離（al-masāfa）：Tuḥfa/Lではal-musāfir（旅人）となっているが、写本［A: f. 
11a；B: f. 129a；C: p. 37；D: f. 11a］に従って読む。
45） 2 年後（ba‘da sanatayni）：Tuḥfa/Lではba‘da sinīna（複数年後）となっている
が、このように綴るのはＡ写本［f. 11b］のみである。他の 3 写本［B: f. 129a；

































46）sanābīq. sg. sunbūq. インド洋で古くから多目的に用いられてきた船の一種




















47）写本ではǦuzarātまたはこれに近い綴りとなっている［A: f. 12b；B: f. 130a；C: 
p. 39；D: f. 12a］。
48）al-Sulṭān al-Fāḍil Muẓaffar Šāh. グジャラート王国（アフマド・シャーヒー朝）
君主ムザッファル 2 世（Ḫalīl Ḫān b. Maḥmūd 在位917－932［1511－1526］年）。
49）al- Sulṭān Maḥmūd Šāh（ 1 世）．グジャラート王国君主。在位862－917［1458
－1511］年。





































－60］。Tuḥfaの写本では、Qānṣūと綴られている［A: f. 13a；B: f. 130a；C: p. 
39；D: f. 12a］。
56）al-Amir Ḥusayn［al-Mušrif al-Kurdī］．紅海・インド洋方面での軍事作戦を委ね
られた司令官。その後、ジッダ総督に就任［“Ḳānṣawh al-Ghawrī,” EI 2 ］。
57）Šiyūl （Chaul）：ムンバイの南約60kmにある港市。
58）Malik Ayās （Ayāz）．グジャラート王国のマフムード・シャー 1 世の奴隷。
1510年頃にディウの総督に任命され1522年頃に没するまでその地位にあった。
ポルトガルとも巧みに交渉し、その攻撃をかわした［ピアスン1984：107－117
頁］。Tuḥfa/LはMālikとするが、 4 写本はいずれもMalikと綴っている［A: f. 

































ル朝（858－923［1454－1517］年）を攻め滅ぼした［“Ṭāhirids,” EI 2 ］。
65）このシャリーフ・バラカートとは、13世紀以降メッカを支配したハサン系シャ
リーフ家の一員で、マムルーク朝支配末期からオスマン朝支配初期にかけて支
配者の地位にあったBarakāt b. Muḥammad b. Barakāt al-Ḥasanīのことであろう。
ザイン・アッディーンはこの人物をヒジャーズのスルターンと呼んでいるが、
マムルーク朝が同家に認めていた地位はメッカのアミール（Amīr Makka）で
あった［高貴なる用語（ 1 ）：47頁；“Makka,” EI 2 ］。また、エジプトの歴史家
イブン・イヤース（930［1523/24］年頃没）によると、フサインを殺害したの
はサルマーンであったという［Ibn Iyās, v. 5 : 190, 203］。





























セリム 1 世は最後のスルターンを破り、マムルーク朝を滅ぼした［NID: 80］。
68）nāḫūḏā.「船長」を意味するペルシア語由来の語。ここでは、船主あるいは船を





いる［大旅行記： 6 巻127頁、181頁（注154）；Shokoohy 2003: 154］。
70）al-Amīr Marǧān. ターヒル朝滅亡後の混乱期にアデンを支配した人物。Baḥraq
という名で知られる学者でスーフィーでもあるǦamāl al-Dīn Muḥammad b. 










71）イスラームの家（Dār Islām）： 4 写本ともIslāmには冠詞が付されていない［A: 







Ms. 2799. British Library.（India Office旧蔵　Loth 1877: no. 714）［ms. A（A
写本）］
Ms. 2807. British Library.（India Office旧蔵　Loth 1877: no. 1044－V）［ms. 
B（B写本）］
Ms. Arabic 28. Royal Asiatic Society of Great Britain and Ireland.（Morley 
1854: no. IV）［ms. C（C写本）］
Ms. Add. 22375. British Library（British Museum旧蔵　Cureton 1846－71: 
no. 945）［ms. D（D写本）］
〈刊本〉
Historia dos Portugueses no Malabar por Zinadim. Ed. and trans. David 
Lopes. Lisboa: Imprensa Nacional, 1898. ［Tuḥfa/L］
Tuḥfat al-muǧāhidīn fī ba‘ḍ aḫbār al-Purtukāliyyīn. Ed. al-Ḥakīm al-Sayyid 
Šams Allāh al-Qādirī. Ḥaydarābād: Maṭba‘ al-Tārīḫ,［1931］. ［Tuḥfa/Q］
Tuḥfat al-muǧāhidīn fī aḥwāl al-Burtuġāliyyīn. Ed. Muḥammad al-Sa‘īd al-














Historia dos Portugueses no Malabar por Zinadim. Ed. and trans. David 
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Muhammad Husayn Nainar. ［Eds. P. K. Koya Kutty and A. I. 
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